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質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

１  広報つるがしまの充実について   （４０分） 

 毎月１回発行されている広報つるがしまは、広報「つるがしま」

を昭和３４年８月に「村政に対する理解と協力を」という趣旨から

第１号が発行されました。平成３０年５月号からは、表紙をひらが

な表記の「つるがしま」からローマ字表記の「Tsurugashima」に変

更して大きく掲載したり、表紙等を一部カラー化するなどして生ま

れ変わり、現在第１０４０号まで発行されております。 

 市の広報は、身近な情報として、お知らせ、市の政策、予算、決

算、イベント情報、募集、今後の計画や取組などを含めて、鶴ヶ島

市の魅力を市内外に発信するという大きな役割を担っております。 

広報は実際に、どれだけの市民に手に取って読んでいただけてい

るのか。また、改めて市と市民をつなぐ広報の重要性について、お

伺いいたします。 

 

 （１）広報はどれくらいの人に読まれていますか。 

 （２）コロナ禍においての配布状況と対応について 

 （３）市民アンケート（意見や提案）について 

 （４）多く市民に親しんで読んでいただくための工夫について 

 （５）今後の課題や展開について 
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